
～～ 支え合い活動 ～～

現在、協力会員として登録してくださっている方は

男性９名を含む４１名です。年齢資格は問いません。

”困ったときはおたがいさま " のお気持ちのある心身

ともにお元気な方、お待ちしております。

≪主な内容≫

★車の送り迎え（講習を受けて頂きます）

★家事援助（掃除・買い物・用足し・調理 etc.）
★見守り・話し相手

★病院内のつきそい

★入院中の方の買い物・洗濯 ～その他の困り事

できる時に、できる事をご協力下さい。

まずはお電話でお問合わせ下さい。（７４－８２８６）

介
護
補
助
員
養
成
中

！

七
月
十
三
日
か
ら
七
月
二
十
八
日
ま
で

七
日
間
の
日
程
で
、
初
め
て
の
講
座
・
介

護
補
助
員
養
成
講
座
「
厚
生
労
働
省
（
群

馬
労
働
局
）
委
託
事
業
」
を
実
施
中
で
す
。

こ
れ
は
、
高
齢
者
施
設
や
障
害
者
施
設

で
介
護
補
助
員
と
し
て
活
躍
で
き
る
基
礎

知
識
を
身
に
つ
け
、
就
職
を
希
望
さ
れ
る

方
を
支
援
す
る
制
度
（
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ

ロ
グ
ラ
ム
）
で
す
。
五
十
六
歳
か
ら
七
十

四
歳
の
方
十
五
名
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

猛
暑
の
中
で
す
が
、
講
義
・
実
技
共
に
、
元
気
で

明
る
く
真
剣
に
学
ん
で
お
り
ま
す
。

最
終
日
に
は
就
職
面
接
会
が
あ
り
、
介
護
現
場

に
デ
ビ
ュ
ー
予
定
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
シ
ニ
ア
人

生
で
「
少
し
で
も
役
立
ち
た
い
」「
体
力
的
に
も
う

少
し
大
丈
夫
」
等
や
る
気
満
々
の
皆
さ
ん
で
す
。

夜
間
講
習
実
施
中

第
七
期
の
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
夜
間
に
も
関
わ
ら
ず
二
十
名
の
方
が
学

ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、
締
切
り
前
に
定
員
に
達

し
、
次
回
に
ご
案
内
す
る
盛
況
振
り
で
し
た
。

四
割
の
人
は
、
既
に
介
護
の
仕
事
に
従
事
し
な

が
ら
の
資
格
挑
戦
で
す
。
特
に
介
護
支
援
技
術
の

演
習
に
は
そ
の
力
を
発
揮
し
、
講
師
も
び
っ
く
り

す
る
出
来
栄
え
で
し
た
。

介
護
さ
れ
る
側
と
介
護

す
る
側
の
両
者
を
体
験
し

な
が
ら
、
利
用
者
の
気
持

ち
を
考
慮
し
た
言
葉
が
け

や

介
護
の
し
か
た
・
介
護

者
の
あ
る
べ
き
姿
を
学
ん

で
い
ま
す
。

初 任 者 研 修

大正琴

民謡の先生方のご指導の下、懐かしい 練習会

ふるさとの歌を歌っています。

喜楽利用者のＫさん、大正琴と

ハーモニカの合奏が出来ました。

昨年度行った、管理栄養士の水野先生による

高齢者の食事勉強会は、歌声喫茶の中休みに

はさんだミニ栄養学「ｙｅｓ、ｎｏクイズ」

として継続しています。タメニナルワ！！

ケ
ア
プ
ラ
ン
介
護
相
談
の
喜
楽

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

鈴
木

美
紀

さ
ん

四
月
か
ら
ケ
ア
プ
ラ
ン
介
護
相
談
の
喜
楽
で
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ケ
ア
マ
ネ

に
な
っ
て
二
年
目
で
、
初
め
て
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

と
い
う
こ
と
も
あ
り
緊
張
の
毎
日
で
す
が
、
訪
問
先
の
皆

さ
ま
の
笑
顔
と
あ
た
た
か
い
お
言
葉
に
励
ま
さ
れ
元
気
を

頂
い
て
お
り
ま
す
。
早
く
、
み
な
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
な
っ
て
、
ご
自
宅
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
お
手
伝
い
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

訪
問
介
護
の
喜
楽

ৗ
ख
ः
૙
৩

～

原
島

幸
代

さ
ん

～

私
は
、
六
月
末
か
ら
訪
問
介
護

員
と
し
て
入
社
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
数
年
前
に
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
喜
楽
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
働
か
せ
て
い
た
だ
い
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

今
回
ご
縁
が
あ
っ
て
喜
楽
に
戻
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
利
用
者
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
の
穏
や
か
な
会
話
を

耳
に
し
、
ま
た
喜
楽
で
働
け
て
よ
か
っ
た
な
あ
・
・

・
と
実
感
す
る
毎
日
で
す
。

訪
問
介
護
員
と
し
て
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、

在
宅
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
に
細
や
か
な
支
援
を
し

て
い
け
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よってこ松沼
新企画・いろいろ・

歌声喫茶・大好評
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理 念
「 人 と の つ な が り を 大 切 に し た 福 祉 活 動 で 、 誰 も が

笑 顔 で 心 豊 か に 生 活 で き る 地 域 社 会 を 目 指 し ま す 。」
指 針
１ ． 地 域 の 人 か ら 頼 ら れ る 介 護 福 祉 サ ー ビ ス を 提 供 す る た め に 成 長 す る 。
２ ． 地 域 の 人 と の 交 流 を 深 め 当 法 人 の 専 門 性 や 資 源 を 地 域 に 提 供 す る 。
３ ． 地 域 の 課 題 や ニ ー ズ を 発 見 し 、 地 域 住 民 ・ 関 係 者 と 連 携 し な が ら

不 足 す る 福 祉 活 動 を 展 開 す る 。

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ Ｈ ２ ７ 年 度 取 り 組 み の 重 点 ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

① 「 多 機 能 ケ ア の 喜 楽 」 運 営 の 安 定 化
② 介 護 予 防 ・ 日 常 生 活 支 援 総 合 事 業 へ の 参 入
③ コ ミ ュ ニ テ ィ ー カ フ ェ 運 営 検 討 及 び 運 営 開 始
④ 在 宅 ニ ー ズ に 応 え る た め に 法 人 内 の 連 携 体 制 強 化

平成２６年度事業報告 （目標に対して達成したこと）

・６月１日より「多機能ケアの喜楽」が事業開始となりました。当年度の一年をかけ

利用者に信頼され、安定した運営ができるよう取り組みます。

・お互いさまネットワークが主催した市民後見制度を知る講演会は、２月１４日成功

裏に終わり、東京大学で今年９月から行われる「市民後見人養成講座」に受講生を

館林市役所高齢政策係が募集して派遣するところまで進展しました。

平成２７年度事業計画

今期取り組みの重点は、本会報題字の下に ① ② ③ ④として記してあります。

特に②に関しては、介護保険法の改正により、介護保険サービス利用者に対して地域

にあるさまざまな活動をしている団体で支えようとするものです。当法人の「支え合

い活動」や「よってこ松沼」が対象となります。

平成２６年度決算報告 （単位 千円）

２６年度予算 ２６年度実績 差 額

総収入 １５８ ,６８０ １６４ ,５７５ ５ ,８９５

総費用 １５４ ,４２９ １５９ ,６７３ ー ５ ,２４４

収支差額 ４ ,２５１ ４ ,９０２ ６５１

平成２７年度収支予算 （単位 千円）

収入予算 費用予算 差 額

２２４ ,７５１ ２０３ ,５８１ ２１ ,１７０

第 1６ 回 定 時 社 員 総 会 報 告 平成２７年５月１２日



明
る
い
中
庭
を

取
り
囲
ん
で
居
室
が

九
室
あ
り
ま
す
。

６月１日 いよいよ事業開始

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

喜

楽

【
家
族
会
】

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
喜
楽
で
は
、
毎
年
五
月
と
十
一
月
に
家
族
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
歓
談
の
中
で
日
頃
の
悩
み
や
苦
労
を
分
か
ち
合
い
、
介
護
疲
れ
を

癒
し
て
頂
け
た
な
ら
幸
い
に
思
い
ま
す
。

次
回
は
十
一
月
開
催
予
定
で
す
。

【
ね
が
い
事
】

七
夕
に
あ
た
り
短
冊
に
ね
が
い
事
を
書
い
て
頂
き
ま
し
た
。

ほ
ほ
え
ま
し
い
短
冊
を
沢
山
飾
り
ま
し
た
。
い
く
つ
か

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

♪
い
つ
ま
で
も
畑
仕
事
が
で
き
ま
す
よ
う
に

♪
い
つ
ま
で
も
楽
し
く
唄
え
ま
す
よ
う
に

♪
彼
女
が
出
来
ま
す
よ
う
に

♪
仕
事
が
見
つ
か
り
ま
す
よ
う
に

♪
い
つ
ま
で
も
階
段
の
昇
り
降
り
が
で
き
ま
す
よ
う
に

・
・
・

し
ば
ら
く
飾
っ
て
お
き
ま
す
の
で
寄
っ
て
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ち
な
み
に
、
職
員
の
短
冊
（
笑
い
！
）
も
い
っ
し
ょ
に
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。

【
う
ど
ん
打
ち
】

七
月
五
日
（
日
）
に
う
ど
ん
打
ち
を
行
い
ま
し
た
。
主
役
は
も
ち
ろ
ん
利
用
者

さ
ん
で
す
。

「
う
ど
ん
の
生
地
は
、
こ
ん
な
感
じ
で
伸
ば
す
ん
だ
よ
」

「
そ
ん
な
手
つ
き
じ
ゃ
ダ
メ
だ
よ
」

等
々
、
厳
し
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
職
員
も
タ
ジ
タ
ジ

で
し
た
。
（
笑
い
）
し
か
し
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
お
昼
に
は

打
ち
た
て
の
う
ど
ん
に
舌
鼓
を
打
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

大
先
輩
の
利
用
者
さ
ん
に
感
謝
感
謝
で
す
。

「ボランティア訪問」が行われました。多機能

ケアの喜楽のホールを使って初めての催しです。

玄関にたなばた飾りをしました。

多機能ケアの喜楽

一番目の利用者さんです。

仲間が増えますように

「
多
機
能
ケ
ア
の
喜
楽
」

多
機
能
ケ
ア
と
は
、
通
い
、
訪
問

泊
ま
り
の
機
能
を
使
い
、
二
十
四

時
間
、
三
百
六
十
五
日
の
柔
軟
な

ケ
ア
で
、
で
き
る
限
り
長
く
自
宅

で
生
活
で
き
る
よ
う
支
え
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

そ
の
方
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し
い

利
用
の
仕
方
を
、
ご
い
っ
し
ょ
に

考
え
な
が
ら
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成

し
ま
す
。

随
時
見
学
も
可
能
で
す
。
ま
ず

は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ッ
フ
一
同
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

i

喜楽の裏に

畑 あ り ！

調理手伝い

喜 楽Ⅱ の く ら し

喜 楽 の く ら し

７月１８日（土）喜楽Ⅱの家族会が行われました。

今回は「スペシャル希望プロジェクト」総集編です。

スライドにして、みんなの夢の実現を喜び合いました。

家族の皆さんとご一緒に希望にむかって頑張ってきた

この１年間でした。

運動会に参加したり、一泊旅行に行ったり、

着物を着たり、ブラックコーヒーを飲んだり

花見に行ったり、ウナギを食べたり・・・・

ご家族のみなさまのご協力に、感謝申し上げます。

うな重 堪能！

⇒ブラックコーヒー 片手に

みんなで話しながら

スライドを見ています

６月６日（土）喜楽の家族会が行われました。

今回は、ザ・トレジャーガーデン館林（野鳥の森）

です。天候にも恵まれ、ご家族と一緒にゆっくりと散

策を楽しむことが出来ました。施設内のバラに囲まれ

た部屋で食事を共にし、みんなで楽しい ひとときが

過ごせました。ご家族の協力により素敵な笑顔がたく

さん見られ、素晴らしい家族会でした。お花の香りに

うっとり・・・

ずっと続くバラの小道

園内は結構広いわねえ

足元の雑草だって

美しく 可愛いのよ

喜楽の裏庭でいろんな野菜が収穫

できます。これも楽しみですよ。

６月８日

あやめを見に行きました

ケーキでお茶会

お食事会

美味しいもの

沢山食べたね


